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英語 ･ 句 レ ベ ル の 唆味性に つ い て
一 英語暖昧表現 の諸相Ⅰ - -
中野 清治
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要 旨
英語の暖昧表現は言語事実に つ い て 興味深 い 側面 を明 らか に し て く れ るが ､ 従来の 文法書は暖
昧性に つ い て は ほん の 申し訳程度に しか 触れ て い な い ｡ 前稿 (｢高岡短期大学紀要第3号｣) で は
Lexic al Ambiguity に つ い て 概観 して み た が ､ 本稿で は Stru ctur;l A mbiguity を 句 レ ベ ル に お
い て検討 し てみ た い ｡
言葉 の暖昧性は ､ 語そ の も の が多義で あ る こ と に 起因す るもの と ､ 語 が 結合す るこ と に よ っ て
構造が 多様に 働くた め に 多義が生 じ るも の と が ある ｡ 後者の ば あい ､ 句 の レ ベ ル で生 じ る暖昧性
と文の レ ベ ル で 現れ る暖昧性と に 区分で き るが ､ 本稿で は句 レ ベ ル ､ と く に 名詞 句､ 動詞 句 ､ 形
容詞句 ､ < - ing 句>が ど の よ う に 暖昧性を生 じ る の か を観察す る ｡ 小論の 目的 は上記 の 句形式
の 意味論的暖昧性の 実態な い し は姿を明 らか に する こ とで あ っ て ､ 暖昧性を惹き起こ す理 由をさ
ぐ っ た り ､ 暖昧さを解消す る手順を検討する と い っ た よ うな ､ 思弁的 な文法理論や規則を組 み立
て る こ と で は な い ｡
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1 は じめ に
ある言語の語嚢が 豊富で あるか 否か に か か
わり な く ､ また 話し言葉で あれ書き言葉 で あ
れ ､ い か な る言語に も同 一 の 語 ･ 句 ･ 文が 二
つ 以上 の異 な っ た 意味 に とれ る場合の ある こ
とは 想像に 難く な い ｡ こ うし た現象を 一 般に
暖昧 (Ambiguity) と呼ん で い るが ､ 本稿で は
英 語 で ｢暖昧表現｣ が ど の よ うな 形 を と っ て
現れ るか を観察して みた い ｡
日本語で ｢暖昧｣ と い うとき ､ A mbiguity
の 語源的 意味 で あ る ｢両 義｣ ま た は ｢多
義｣ の 意味で よりも､ む しろ ｢漠然 と した｣
(v agu e) の意味で用 い る こ とが多 い ｡ こ の点 に
閲し ｢研究社新英語学辞典｣(s.Ⅴ . A mbiguity)
に次 の よ うな説 明がある｡
『文が 二 通り以上に 解釈 で きる場合 ､ 不 明
確性 (v agu e n e ss) に よる もの と暖昧性に よ る
もの とは 区別し なければ な らな い が ､ 両者の
区別が直観的に は っ き りしな い 場合も少 なく
な い ｡ 従 っ て ､ 文法規則を構成す る側か らす
れ ば ｢二 通り以上 に解釈され うる任意の文 に
つ い て そ れが本 当に 暖味な文 で あ る か そ れ と
も単に 不 明確な文 にす ぎな い か｣ を判定する
客観的テ ス トが 存在 して い れば都合が良 い わ
け で ある｡ こ の種の テ ス トと して 統語論上 ､
意味論上ある い は語用論上 の さ まざま な テ ス
トが提案されて きた が い ずれも決定的 な もの
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で は な い ｡』
本稿 は そ の よう な判定の た めの 客観的テ ス
トを提供 する こ とが 目的で は なく ､ 前述 した
よ うに 暖昧表現の 諸相を概観 して み る こ とで
ある｡ くりか えすこ とに なるが ､ 本稿で暖昧
(性)もしく は Am biguity と い う語が使われ
て い るばあ い ､ そ れ は ｢多義 (性)｣(Pluri-
sign atio n, 石橋 : 68) と い う意味で用 い て い
る こ と をお断りして お き た い ｡
Am biguity は ､ 以下 の よ うに ､ 通例 A ､ B
の よう な タイ プに 分摸 され るが ､ 筆者は Bを
さ らに 二 分 して 三 つ の型 に分模して みた ｡
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本稿は こ の う ち(2)の 分野を扱 っ て い る｡
2 No u nP h･a s e
2. 1 Adj. + N P
(1) A de af - and - du mb tea che r.
(a) 聾唖学校の教師｡
(b) 聾唖の教師.
(2) A皿 Old bo oks eller.
(a) 古本屋｡
(b) 老人の 本屋｡
(b)の よ うな解釈 をした 場合 ､ 形容詞は ふ つ
う の使 い 方で あるが ､ (a)の よう な解釈を し た
場合 ､ 形容詞 の 中に概念 の省略が あ っ た り ､
主要語(he adw o rd) の 一 部だ け を修飾する〔(a)
の old は次に来 る名詞 の前半(bo ok - )だ け
を修飾 して い る〕 と い っ た特殊な使 い方 を し
た りする｡ 後者の よう な用 い 方をされた 形容
詞 を Je spers e nは Co mpo sitional adju n ct
(M E G Ⅱ 12. 4) と呼ん で い る ｡ 次 は動作
主名詞が 二 様に 解され る例 で ある ｡
(3) A go od tea che r/ a beatutifuldan c er･
(a) On e who te a che s w ell / one who
da n c e sbe a utifully. [派生名詞的性格]
(b) A tea cher who is go od / a dan c e r
who is be a utiful. [実体名詞的性格]
2.2 A dj. + N P + N P
(4) An Am erica nhisto ry te a cher.
(a) ア メ リ カ人の歴史教師｡ [Det A N]
(b) ア メ リ カ史の教師 ｡ [Det N]
(b)の A m eric a nは
`
of Am erica
'
を形容詞化
した No min al adje ctiv e で ある｡ (a)の 4.m e ri
一
皿 n の よ うに述語的用法に 由来する A dj. で は
な い (中島, 下 : 106)｡
(a) N P
ノ
Det A N
/＼
N N
(b)
a n Am eric a n histo I了 tea Cher
N P
/
/ -
/ へ
＼
Det N
/
/ へ
N N
/＼
Na N
a n A m eric a n history te a che r
2. 3 N P+ N P
(5) A gla ss ca s e/ a toy car.
(a) ガ ラ ス で で き た 箱/お も ち ゃ の 自動車｡
(b) ガ ラ ス を入れ るケ ー ス/お も ち ゃ を運
ぶ自動車｡
[N - N I N 2] の 構造 で あるが ､ (a)は N ‡,
N 2 の 二 つ の 名詞が 同じ対象を指 し て お り ､
N l は N , の 材料 を表 し て い る (e.g. a niro n
sto v e/ a w o olsw e ater)0 (b)で は 二 つ の 名詞
が別 の対象を指 して い るが ､ 両者の あ い だ に
は 関係が あ る｡ Co mple x no un gr o up の 各要
素間の関係 は多岐 に わ た り ､ 大変 こ み 入 っ た
意味論的関係が働 い て い る ｡
英語 ･ 句 レ ベ ル の 暖昧性 に つ い て
e.g. [[[airpo rt[[lo ng ter m] [car park]]]
[co u rtesy v ehicle]][pickup point]](sic)
(H irst :1 44)
2.4 N P
'
s N P
(6) Myrathe r
'
s pictu re.
(a) 父の 所 有す る絵 ｡ [所有 属 格 : the
pictu rebelo nging to myfather]
(b) 父が描 い た 絵｡ [主語属格 : the pictu r e
of myfather
'
s o w npainting]
(c) 父を描 い た絵 ｡ [目 的 語 属 格 : the
pictu r e or m y rathe r]
(7) W hatdo yo uthink or To m
'
s bo ok ?
(a) - - the bo ok that To m o w n s?
(b) - - the bo ok that-ITo m w rote ?
(c) - - the bo ok that To m edited ?
(d) - - the bo ok that To mis to re vie w?
etc. , etc.
(7)の よ うな例 は a mbigu o u sと は 言わ ず ､
To m と bo ok と の 関係が無指定 (u n spe ciried)
で漠然(v agu e) と して い るだ け で ある ｡
(8) T he c o m mitte e
'
s ap pointm e nt w a s a
S u rprlS e･
(a) 委員会が任命 [指名] した こ と は驚き
だ っ た
｡
[the c om mitte e ap point(s o m e o n e)]
の 名詞化 ｡
(b) その委員が任命された ことは驚きだ っ た ｡
[(s om eo n e) appoint the c o nl mitte e]
の 名詞化 ｡
派生名詞 (ap pointm ent) の前に つ く 属格 が
そ れ ぞれ 目的語属格 ･ 主語属格と して 機能 し
て い るの で ､ 二様 の 解釈が で き るの である ｡
2. 5 A dj. +N P
'
s N P
(9) T hat be a utiful lady
'
s hat/ a n oldm a n
'
s
c o at.
(a) あの美 し い 婦人帽/昔の (古び た) 男
性用 上着 ｡
(b) あ の美 し い 婦人の 帽子/老人 の 上着 ｡
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(10) She told m e about the n e wdo cto r
'
s
degre e.
(a) 新し い 博士号に つ い て (- abo ut the
n e wdo cto rate)0 [the n e w[do ctor
'
s
degre e] と分析し str es sは do ctorにある]
(b) 新し い 博士 の学位に つ い て (- abo ut
the degr e e orthe n e wdo ctor)｡
[[the new do ctor
'
s]degr e eと分析 し
stre ssは degre eにある]
(ll) T he sto しIt m ayO r
'
s wife stayed ho m e.
(a) T he !sto ut wife of the m ayo r stayed
hom e . ( 市長の 太 っ た夫人)
(b) T he wife of the sto ut m ayor stayed
ho m e. ( 強壮な市長の夫人)
2.6 N Pof I〉P
(12) T he cril:icis m of the chair m a n w a s n ot
sha rp e n o ugh.
(a) T he cl･iticis m abo ut the chaim a n w as
n ot sha rp e n o ugh. (司会者に 対する批 判
は -) ト)∫the chair m a nは 目的語属格]
(b) T he chair m a n
'
s c riticis m of the iss u e
w a s n ot sharp e n o ugh. ( 司会者がし た批
判は - )[orthe chair man は主語属格]
(13) T hey w atched the sho oting or the
hu nte rs.
(a) T hey w atched[the hu nters sho ot △].
(猟師が撃 つ の を -)
(b) T hey w atched[△ sho ot the hu nte rs].
(猟師が撃 たれ るの を -)
派生名詞や 動作名詞が 後に<of-属格> を
従 えるとき ､ 上記の よ う な 二 通り の解釈が 可
能に なる ｡ 表層構造が 同じ で も ､ (13 a , b)
で 示 した よう に 二 つ の 異 な
◆
っ た 深層構造 を
持 つ と 考 え ら れ る か ら で あ る ｡ Je spe rse n
(M E G V, 7 , . 6 1) は
-
the te a cherin cha rge
o【the cla ss
'
に 頬似 した 例をあげて い る が ､
こ れ は ｢ク ラ ス 担任教師｣ ｢ク ラ ス か ら世話
を受け て い る教師｣ の両義 を持 ち､ 全く反対
の 意味 を表すが ､ 上 に 述 べ た 二 種頬の <of-
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属格>に よるも の である ｡
名詞は 根底の 構造 に お い て 時制を持 っ て い
るの で ､ 厳密に い えば暖昧で あるよ うな表現
がある｡ 次の例が そ の こ とを示 して い る｡
(14) T hatPe a utifulgirl w a sin the sa m e cla ss
with m e.
(a) T hat girl, who w a s[tl] be a utiful,
w a s[tl]in the s a m e cla ss with m e.
(But she is oldn o w).
(b) Thatgirl, who is[t｡] be a utiful, w a s
[t l]in the s a m e cla ss with m e .
(But l n e v er e xpe cted he rto be c o m e
s u ch a be a uty.)
`Be a utifulgirl
'
は
`
girl[ who (is or w a s)
be a utiful]
'
か ら(1)Relativ e Cla u s eReductio n
( 関係詞節縮約変形) を経て
`
girl be a utiful
'
となり､ さ らに(2)ModifierS hirt (修飾語転
移変形) を受け て ､
`
bea utifulgirl
'
と な っ た
もの で あり､ (1)の段階で時制が 明示され なく
な っ た の で ､ 上記の よう な 二 つ の解釈が可能
に なるわ けである ｡ 名詞が根底の構造に お い
て時制 を持 っ て い る こ とは ､ 下記の 例に よ っ
て知る こ とが で き る (村木 ･ 斎藤 :278)｡
(15) Befo rel m et m y w 汀e, she w o rked in a
libraⅣ .
Befo rei m et N P, X w orked in alibr ary.
/
/ へ
X S
/
X is my wife
(16) T he virgin is n o w a m other of thre e
childr en . N P
/＼
S
/＼
Past
∠ 二二ゝ
vlrgln X
3 Verb + Particle
名詞と 同じく ほ とん どの動詞は 多義で ある ｡
そ の よ うな 動詞と不変化詞が共起すると い わ
ゆ る `P hra sal Verbs
'
を形成 し ､ 意 味 が さ ら
に 拡大 ･ 防張して い く ｡ 因み に ､
`
take up
'
を
O E Dで調 べ ると(a)-(w)まで24 の意 味 に 分類
され て おり ､ そ の 中の い く つ か に は さ らに下
位分模して ある もの が あ る ｡ こ う し て 同 じ
V Pが 多義を生じる こ とに なるが ､ V P の持 つ
多く の 意味を分類する作業は 辞書の 扱う仕事
であり､ それ は 句の 構造 に基づ い た 多義性を
扱 っ て い る本節の主 旨と は異 なるもの で ある ｡
M arqu e z& Bo w e n(11 5) は V P の暖昧性
を論ずる に あた っ て ､ 次 の(1祖8)の例 に み られ
るよ うに [Ⅴ + P P] [Ⅴ + Prt] [Ⅴ + Adv]
の 3種類 に分撰して い るが ､ (18a)の解釈は
Idio m と して の読み で あり､ (a)(b)と もに ､ in
は Particle と解 して よ い よ うに 思わ れ る｡ 以
下で は ､ 前置詞と して の 働きが 明確な場合を
除き ､ 不変化詞 はす べ て Particle[prt]とし
て 扱うが ､ (25)の よ うに 問題が残 らな い わ けで
は な い ｡
(17) He lo oked over the car.
(a) He w as standing o n o n e side of the
ca r(w hich pa rtially blo cked his vie w)
a nd lo oked at s o m e o n e o nthe op po site
side. [v p+ P P]
(b) He in spe cted the c arbe ca u sehe w a s
c o n side ring buyingit. [V + Prt]
(18) T hey to ssed in the to w el.
(a) T hey de cided to giv e up a ny hope of
win ning thefo otballm atch. [v + Prt]
(b) T hey added the to welto the la u ndry.
[v + A dv]
(19) A : It s ays that tho u sands of ger m s
c an liv e o nthe point of a ne edle.
B : W hat a stra rlge diet!
A :(a) 何千と い う細菌が針の先 で生
き るこ とが で き るそ うだ ｡
英語 ･ 句 レ ベ ル の 暖昧性 に つ い て
[Ⅴ + p p]
(b) 何千と い う細菌が針の 先を食
べ て生き る こ とがで きるそ うだ ｡
[Ⅴ + prt + N P]
B : 変な食餌 !
A はも ちろん(a)の 意味で用 い た の だが ､ B
が故意に 曲解して 笑 い を誘 お うと した ジ ョ ー
ク である ｡
(抑 A go od pha r m a cist dispe n s e s with
a C C u ra Cy･
(a) すぐれ た薬剤師は正確に調剤す る｡
[Ⅴ + p p]
(T he w ay a go od pha rrT n Cist dispe n s es
is with a c c ur a cy.)
(b) すぐれ た薬剤師が省く手数は 正確さで
ある｡ [Ⅴ + Prt + N P]
(W hat a good phar ma cist dispe n se s with
is a c cu ra cy.) (Hirst:137)
(21) IaLSked him to stop by n e xt w e ek.
(a) 彼に来週ま で に は (活動を) 止 め るよ
う に頼ん だ｡ [Ⅴ + P P]
(b) 彼に来週私の 家に 立 ち寄 るよ うに 頼ん
だ ｡ [Ⅴ + Prt]
(22) T he dr u nke n visito r r olled up the c a rpet.
(a) 酔客は カ ー ペ ッ ト の 上 をこ ろ げ回 っ た ｡
[Ⅴ + p p]
(b) 酔客は カ ー ペ ッ トを巻き上 げた ｡
[Ⅴ + prt + N P]
(23) T he wind ble w do w nthe chim n ey.
(a) 風は煙突を吹き下りた ｡ [Ⅴ + P P]
(b)
`
風は煙突を吹き倒 し た ｡
[Ⅴ + prt + N P]
(23a)は ble w に 強 勢が あり ､
`
ble w vio -
le ntly do w nthe chim n ey
'
の よ うに 副詞 が割
っ て 入 る こ と が可能 で あ る の に 対 し ､ (23 b)
は do w nに 強勢 が あ り ､
`
ble w the chim n ey
do w n/ble witdo w n
' と い う ふ うに 語順を変
え るこ とが可能 で ある ｡ こ の原則は(22)な ど､
同額の構文す べ て に 当て は まる こ とで ある o
下 の樹形図は 中島 (上 ､ 130) か ら借用 した ｡
(a)
(b)
.
/
八一＼
Bid
P N P
∠二ゝ
ble w do w n the chim n ey
V P
/
/
〈
＼
＼
八 ^
NV Prt Det
nW0d e
~
h
q
は chim rley
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(24) T hey s ent the requisitio n o v e r a w e ek ago.
(a) 彼らは 請求書を 1週間以上 も前に送付
し た ｡ ト) v e r- prep.]
(It w as o v e r a w e ek ago that they s e nt
the reqしIisitio n.)
(b) 彼らは 請求書を 1週間前 に送り届け た ｡
[o v e r- pa rticle]
(T hey s ent over the r equisitio n a w e ek
ago .)
(25) I c o uld r】e v e r w e arthat old dr es s o ut.
(a) 私に は あの 古い 服 を釆て 外に 出る こ と
は で き な い
｡ 〔o ut - A dv.]
(b) 私に は あの 古い 服 を着 つ ぶ すこ とは で
き な い
｡ 〔o ut - Pa rticle]
4 Be + Adj. + to -
(26) Itis e a sy to driv e.
(a) On e c a.∩ e a sily driv eit.
[It - e .g. the a r]
(b) To driv e(Driving)is ea sy.
[It - to driv e]
(27) T he chicken is ready to e at.
(a) 鶏は今に も餌を食 べ そ うだ ｡
(T he chicke nis re ady to e at so mefo od.)
(b) とり肉は 食 べ られるばかりにな っ て い る ｡
(T he chicken is ready to be e ate n.)
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(28) S he is cra zy tojoin the dem o n stratio n.
(a) 彼女は デ モ に 参加 した くて 夢中だ ｡
(b) 彼女が デ モ に 参加すると は気違 い じみ
て い る｡
(Itis c ra zy of he rtojoin the de m o n-
stration.)
(29) John is c a reful not to kick the wire.
(a) ジ ョ ン は 鉄線 に つ まず か な い よう に用
心 して い る｡
(b) ジ ョ ン が鉄線 に つ まず か な い とは 注意
深 い こ とだ ｡
上記の 例文中(27)- (29)の(a)の ように 不定詞の
意味上 の主語が文主語と同 一 の場合の形容詞
は 連鎖的形容詞と呼ばれて い るが ､ 煩似 の構
造に は 少な く とも四種類の 異な っ た 分析 [下
記の(a)-(d)]を認め る必要が ある (Hirst :
1 48)0
(30) (a) Ro s sis eagerto plea s e.
- Ro s sis eager that he plea s e
S O m e O n e.
Ro ssbe[eager[Ro s sple a s e△]]
(b) Ro s sis ide alto plea s e.
- Ro s sis ide al fo r s o m e o n eto ple a s e
him .
Ro s sbe[ideal[△ ple as eRo ss]]
(c) Ro ssis e asy to ple a se.
- Ple a sing Ro ssis e a sy.
[△ ple a s eRo ss]be e a sy.
(d) Ro ssis c ertain to ple a se.
- T hat Ro ss willple a se so m e o n eis
c ertain.
[Ro ssple a s e△]be c ertain .
(e) Ro s s w a s stupidto take thatjob.
(り Ro ss w asfu rio u sto he a rit.
(g) Ro ssis apt to c atch c old.
(e)(f)の 不定詞句は そ れ ぞ れ理由 ･ 原因 を表
して おり ､ 意味上 は 前の形容詞に 直接続か な
い の で ､ 他の例 と は 異な っ て い る｡ また(g)の
`
be aptto
'
は準助動詞 と して 用 い られ て い る
とする見方もあり ､ こ れ も他と区別す べ きも
の と して 扱 っ て お く (中島: 下､ 70;上 ､107)0
(30a) - (30g)の 当面問題と な っ て い る構
造を枝分 か れ図で示せ ば ､ 下記の 如き もの と
なるで あろう ｡
(a)
(b)
(c)
(d)
Pp
l
sO
/
e ager Ro ss ple a se so m e o n e
A P
/＼
A P P
/＼
P N P
i / /
＼
＼
､
ide al fo r it So
s o m e o n eple a seRo ss
So
易岳i β!
it
^
s｡ VA｡
! [
s o m eo n eple a s ebe ea sy
Ro ss
So
/
メ
- へ
＼
/㌔ ,_･fT-
i7
t_.__.
So V c A P
∠二ゝ
Ro s s ple a s ebe certain
SO m e O n e
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(e)
(g)
S
葛≡ i β!
S P P
/へ
N P V P
<
Vc A P So
/ ＼ ＼
Ro ss w a s stupid he take that job
V P
/＼
V P P
.
/＼′＼
Se m l- a u X tO V P
∧ ∠ゝ
be apt c atch cold
(f)は(e)と同様の 枝分 かれ 図に な るで あろう ｡
5 慣用句 (Idio m atic r e ading v.s.
Lite r al re ading)
以下の例の イ タ リ ッ ク体 で は(a)が慣用読み ､
(b)が文字通り読み で ある｡
(31) T ho se who play che ss as w ellas Bill
C a m e.
(a) T ho s ew ho play che ss c a m e a nd Bill
ca m eto o.
(b) T ho s e who play che ss a s w ella sBill
c an play ches s c a m e.
(32) A : Didyo u ha v e ago od tim e at the
de ntist
'
s ?
B : I w asbo r edLo de ath.
(a) 死 ぬ ほ どうん ざり した よ｡
(b) ひ どく穴 をあけ られ た よ ｡
(33) A : I put e v erything l o w ned on that
horseyo utold m e to bet o n - a nd
he lo st.
B : Lo st! W hy, he c o uld hav e w on
in a w alk.
A : No - he tried that.
A : 君が奨めて くれ た馬に 有り金を
全部賭けた の に ､ 負け ちゃ っ た ｡
B :(a) 負け た っ て ! だっ て ､ 奴だ
っ た ら楽勝 で きた は ずなの に ｡
(b) 負けた っ て ! だ っ て ､ 歩 い
た っ て 勝て た は ずなの に ｡
A : と こ ろが ､ それ をや っ ち ゃ っ た
んだ よ｡
(34) T he ste w ardes s w a s u9inthe air.
(a) ス チ ュ ア デ ス は 興奮 して い た ｡
(b) ス チ ュ ア デ ス は 空中に い た ｡
(35) John twid dled his thu mbs in the w aiting
rO O m.
(a) J は待合室 で何も しな い で ぶ らぶ らし
て い た ｡
(b) J は待合室で (両手の指 を 4本ず つ 組
んで) 親指をく るく る回 した ｡
(36) A : M ay l sit o nyo u r righlha nd at
din ner ?
B : I m ay n e ed it to eat with, but yo u
m ay hold it a while.
A :(a) 食事の と きあなた の 右側に 座 っ
て よ ろ し い で すか ｡
(b) 食事の とき あな た の 右手の 上 に
座 っ て よろ し い ですか ｡
B : 食 べ るの に 右手が必要で すが ､ 暫
く な ら手をお 取りに な っ て 結構で す｡
同 一 表現に 慣用 読みと文字面読みがある こ
とは
､ jokesに は 格好 の材料 に なる こ と は 上
の例に 見る通りで ある ｡ (35X36)は 身体の 一 部 を
用 い た い わゆ る身体表現 の 二重読みで あるが ､
眼 ､ 耳､ 鼻 ､ 口 な ど､ 身体に 関する表現が ､
文字通りの 意味 か ら比喰的な意味に変化して
行く こ と は どの 言語に も見 られ る現象で は な
か ろ うか
｡
日本語で も ｢お 灸をす え る｣ ｢脱
帽する｣ ｢ご ますり｣ ｢顔を貸す｣ ｢腰が重 い｣
｢舌 を巻く｣ ｢手 を抜 く｣ 等 ､ 転用 され た意味
で用 い られ る例は 数えあげれば きりが な い ｡
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6 < - ing 句>
< - ing 形>をめ ぐる意味論的暖昧性 は ､
それ が現在分詞 ･ 動名詞 ･ 名詞の い ずれ と し
て 機能 してい る か と い う区別の 問題と関わり
がある ｡ 以下 ､ 語 ･ 句 ･ 文 の レ ベ ル で それ ら
A mbiguity の現れ方を検討 して み る ｡
6. 1 Le xical
(37) W e dis c u ss ed r u n ni g.
(a) W e disc us ed the sport of ru n ni g.
[De v e rbal No u n]
(b) W e discuss ed the po s sibility of o u r
ru n ni g. [ve rbal No u n]
(38) I do n
'
t ap pro v e of his_
driving.
(a) 彼 の運転 に は満足 で き ない (よ い と思
わな い)｡
(b) 彼が運転する こ とに は 賛成で き な い ｡
(39､ T he m ayor disliked s ailingin the harbo u r･
(a) -T he m ayor disliked it whe n othe r
pe ople sailed in the ha rbo u r.
( 市長は 港内で の帆走 を嫌 っ た)
(b) T he m ayo rdisliked it whe n he had
to s ail in the harbo ur.
(市長は 自分が港内で帆走するの を い や
が っ た)
上記(a)の よ う な< - ing 形>は も とも とは
Ger u nd であ っ た もの が ､ そ の 意味 上 の 主語
を特定しな い こ とに よ っ て ､ 実質的 な名詞 に
転換 して い っ たもの と思われ る｡ こ れ らは 実
体名詞とか ､ 行為 名詞化形 と か ､ De v erbal
No u nな どと呼ばれて い るもの で ある ｡
6. 2 P hr a 組1
(40) V isiting relatives ca nbe bo ring.
(a) It c a nbe boring to visit r elativ e s.
[Ge m nd]
(親戚を訪ね る の は うん ざりする こ とが
ある)
(b) Relativ es who a re visiting c an be
boring.[pa rticiple]
(a)
(b)
(訪ねて く る親戚に は うん ざりする こ と
が ある)
S
6 i音⊇ヨ
N P M V P
So
/
v∧
w e visit r elativ e s ca n be bo ring
N P
/
/ ＼＼＼､
N S
∠ 二:二ゝ
relativ es relativ es visit u s
v p
八
∵
㈹
v
-
e
M
-
-
･
皿
(41) It is pointed out that as sisting do cto rs
m ay n otbe v e ry helpful.
(a) 医師た ちを手伝う こ とは あまり助 け に
な らな い と指摘 されて い る ｡
(b) 支援に 来て い る医師団は あま り助 けに
な らな い と指摘 されて い る｡
(42) S he alw ays lo v ed ringing church bells
on Sunday.
(a) She alw ays lo v ed pulling the rope a nd
ringing the church bells o n Su nday.
(b) S he alw ays lo v ed the so u nd of ringing
church bells o nSu nday.
6. 3 Sylta Ctic al
(43) Everyon e knew their bu sin e ssw a s m ak-
ing m o n ey.
(a) 彼らの事業が利益をあげて い る こ と は
みん な知 っ て い た ｡ [S V O: 進行形]
(a) their bu sin e ss[w a sm aking] m o n ey.
(b) 彼 らの仕事は 貨幣 の鋳造 [印刷] で あ
る こ とは みん な 知 っ て い た ｡
[S V C: 動名詞]
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(b) theirbu sin es s w a s[m aking m o n ey]
(44) Co n nie had n otic ed he r w riting befo re.
(a) コ ニ ー は以前彼女 の筆跡 を見 た こ とが
あ っ た ｡ [No un]
(b) コ ニ ーは 以前彼女が手紙 を書 い て い る
の を見た こ とがあ っ た ｡ [Participle]
(45) T hey w e re alw ays hap p y plea sing child-
r e n.
(a) T hey w e re alw ays hap p ywhe nple asing
childre n.
(彼らは い つ も子供た ち を喜ば せて 満足
して い た)
(b) T hey w er e alw ays hap p ya nd plea sing
children .
(彼 らは い つ みて も幸 せ な 感じ の い い 子
供た ちで あ っ た)
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了 結び に代え て
本稿 で は ､ 主 として名詞 ･ 動詞 ･ 形容詞 ･
< - ing形> を中心 とする< 句>に つ い て 意
味の暖昧性を検討して みた ｡ 属格を含め名詞
が 二 つ 並ん だ ときの N P同士 の 意味関係 ､ 動
詞の後に 続く小詞を どう見るか ､ ある種の形
容詞に 不定詞が続く とき の文構造 ､ < - ing
句>の文中に お け る統語機能 - こ うし た
事柄が Am biguity を生み出すこ とを概観して
み た ｡ 句 レ ベ ル の 暖昧 性を論 ず る さ い に ､
P P(Pr epo sitio n al P hra se) の 論議 ､ と く に
そ の付加 の あり 方 に よ っ て 生 じ る 意味 の 差
異を見逃す こ とは で き な い と こ ろで あるが ､
紙 数 も尽 き た の で こ の 問 題 は
`
Syntactic al
Am biguity
'
を扱 う次稿 に ゆずりた い ｡
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A BST R ACT
T he pre vio u spaper, entitled
` `
On Le xical Am biguity
' '
(Bulletin ofTaka oka Natio n al College,
Vol･ 3)I e x a mined s o m e am bigu o u sle xical item s･ T hes e w ere classified a c cording to c onv en -
tio nal w ord cla ss.
T his paper exa mines higher gr am matical units, i. e . , w ord gro ups o r phrase s, w hich allow
different analys es and interpretations･ T he seinclude Nou n Phra ses , Verb Phra s es , A dje ctive
Phra se s, and ING Phra ses. Spe cial attentio nis giv en to I NG P hras es.
K E Y W O R D S
Am biguity･ Vagu e n e ss, Nou n P hras e, Verb P hras e, A dje ctive Phra se, IN G P hras e, Me aning,
Stru ctu re
